
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７月１６日（日）、輪島市文化会館において、能登・羽咋支部吟道コンクール大会が開催されました。その

開会にあたり、三井小学校児童は、徳川斉昭の『弘道館にて梅花を賞す』を合吟発表しました。 

 三井小学校では、堀下武さん、橘弘子さんを詩吟の先生としてお迎えし、年間５回の詩吟教室を実施し

ています。そして１３年間も継続し行ってきました。今回、地元輪島で開催される大会ということで、ご指導

いただいている堀下さん、橘さんへの恩返しとともに、校内で詩吟を吟じるだけではなく、これまでの学びを

生かし、多くの方々の前で自分たちのもっている力を発揮しようと児童に呼びかけました。児童にとっては

初めてのことで、戸惑いが大きかったのですが、「みんなでするならやる」と、勇気を出して決断しました。

大会のオープニングにみんなで合吟することが決まると、週１回の練習に堀下さん、橘さんが来て下さり、

最後までご指導してくださいました。児童も気合が入り、どんどん発声が良くなり、心を合わせ、揃えて吟じ

るようになり、三井っ子の素晴らしい底力を感じました。 

 当日、会場には多くの石川吟詠会の方々がいらっしゃり、三井っ子たちを温かく迎え、喜んでくださいまし

た。練習の時、堀下さんや橘さんが、どこを注意して、吟じるように指導して下さったのかを思い出させ、力

を込める部分や丁寧に吟じる部分を意識して準備しました。 

いよいよ、三井小学校の名が呼ばれて、ステージに上がると、一人一人の児童の名前が紹介され、礼を

する所作が凛々しく肝が据わっていると感じました。静寂な中に、    さんが「弘道館にて梅花を賞す 

徳川斉昭」の題を詠む声が響き、息を揃えて一斉に、「弘道～館中～～～」と合吟する三井っ子の透き通

った高い声が、会場いっぱいに広がりました。三井っ子の声はどこに出しても自慢できる良い声です。堂々

と合吟する児童の姿は、大変立派で、“三井小学校、ここにあり”と、多くの方々に自分達の力量を示すこ

とができました。発表を終えた児童は、達成感を味わうことができたようで、とても清々しい表情でした。 

今できることからその先の、新しいことに挑戦するには、勇気やエネルギーが必要です。三井小学校に

新たな歴史を刻んだ三井っ子たちの挑戦心と努力を心から讃えたいと思います。そして、挑戦することで、

感動が生まれるというこの喜びを大切にして、今後も様々な活動に取り組んでいきます。 

さて、２１日から４０日間の夏休みに入ります。１学期を終える今、どの児童においても、それぞれ成長を

感じ取ることができます。ご協力いただきました保護者の皆様、支えてくださった地域の皆様、学校関係者

の皆様に心より感謝申し上げます。児童にとって充実した夏休みになるようご家族でご配慮をお願い

します。地域の皆様には、夏季休業中、なお一層のご理解とお力添えをいただければ幸いに存じます。                                               

学校長  角間 久美子 
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七夕集会（あての木園と交流） 
 

 

７月７日（金）、七夕集会を行いました。この日のために、吉田小夜子さんが笹竹

を切って届けてくださいました。児童は縦割り班に分か

れて七夕飾りを作り、自分の願い事を書いた短冊をそ

の笹竹に付けました。今年度は、３年ぶりに、あての木

園のお年寄りの方との交流ができました。みんなであて

の木園へ出かけて、七夕集会をしました。放送・保健委

員会は、七夕にまつわるクイズを行い、図書・給食委員会は、絵本「きつねのた

なばたさま」を役割分担して朗読しました。そして、一人一人が短冊に書いた自

分の願いを紹介し、お年寄りの方々への願いも短冊に書い

て紹介し、お年寄りの方に手渡しプレゼントしました。児童

が「たなばたさま」を歌うと、お

年寄りの方も一緒に歌って、

涙を流す方もいました。三井

っ子の溌剌とした心の豊かな姿がお年寄りの方の元気につながる事を願い

ます。お年寄りの方から三井っ子たちもプレゼントをいただきました。一年に

一度、星に願いを込め、お互いを大切に思う心温まる集会となりました。 

 

 

 

夏季休業中 学校行事等予定  
日 曜 内 容 等 日 曜 内 容 等 
７月 
２１ 

金 夏季休業（～8/29 まで） １１ 金 
山の日 学校閉庁 

２２ 土  １２ 土 学校閉庁 

２３ 日  １３ 日 学校閉庁 

２４ 月 集金振替日  
学習・水泳教室 下校１２：００ 

１４ 月 学校閉庁    

２５ 火  １５ 火 学校閉庁 

２６ 水 第１回 PTA役員会 １８：００ １６ 水 学校閉庁 

２７ 木 学習・水泳教室下校１２：００ １７ 木 学校閉庁 

２８ 金   １８ 金  
２９ 土  １９ 土  
３０ 日 ノーメディアデー ２０ 日 ノーメディアデー 

３１ 月 学習・水泳教室 下校１２：００ ２１ 月  

8 月１ 火  ２２ 火  
２ 水  ２３ 水  

３ 木 
学習・水泳教室（校内記録会） 

下校１２：００ 
２４ 木 全校登校日 下校１１：０５ 

４ 金 全校登校日 下校１１：０５ ２５ 金  

５ 土  ２６ 土  
６ 日  ２７ 日  
７ 月 生活リズムアップ １３日まで ２８ 月  

８ 火  ２９ 火 夏季休業最終日 

９ 水 
輪島市小学校水泳記録会１３：００～ 

サンプルル 
３０ 水 

２学期始業式 給食開始 
下校 １～６年生１５：００  ノーメディアデー  

１０ 木 ノーメディアデー ３１ 木 児童委員会 

夏期休業中の水泳

教室や登校日等につい

ては、 

朝、いつも通りにバスが

出ます。 

下校時も、児童クラブま

でバスが出ます。 

＜三井っ子の願い＞しば犬が飼えますように チワワが飼えますように 花屋さんになれます

ように 家族全員が長生きできますように 〇家全員長生きできますように テストでもっと

たくさん１００点がとれますように、オール５になりますように 陸上で一位になれますように 

陸上で全国大会に出られますように ダブル満点賞がとれますように  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェイクアウトいしかわ 

能越自動車道「のと三井インター」開通間近～工事現場見学～ 

先日、７月１４日（金）は、輪島市と国土交通省から「のと三井インター」の地元である三井小学校に是非と

の依頼を受け、「のと三井インター」から「のと里山空港インター」までの『能越自動車道の工事見学』に行っ

てきました。もう道路の９割は完成しており、とても大きくて美しい道路が見えると「わあー」「大きい」という

声が響き、三井町にできたことを実感しました。 

国土交通省の田中さんから、この能越自動車道路は、３つの効果を期待

して作っていると説明がありました。１つ目は、災害に強い道路（強い土、砕

石、アスファルトで何層も積み重ねてある）であること。２つ目は、救急救命

になる道路（時間短縮、信号がない、人もいない）であること。３つ目は、交

通事故の減少となる道路（車の用途に応じて役割分担して道を通る）であること。このように高速道路は安

全な道路をめざして作られていることを学び、納得しました。今回の見学によって一番感動したのは、この

高速道路から三井小学校が見えたことです。途中に木の生えていない谷間があり、そこから見えるのです。

児童もとても感動し、「見えた」「すごい」と声をあげて喜びました。どの場所から見えるのかを用意された地

図で確かめ、道路の立ち位置を確認しまし

た。道路には標識「のと三井インター」の看

板がまだ取り付けてない状態で置いてあり、

その大きさに驚きました。みんなが手に触れ

た記念の標識がこの後取り付けられます。  

今回の見学では、道路を作るための材料である砂、砕石、アスファルト等を実際に触って確認したり、マ

ンホールの中のケーブル（光ファイバー）が道路の下を通り、私たちの地域に届けられたりしていることも分

かりました。道路は車が通るだけではなく、私たちの生活をより便利にする必要なものも一緒に運んでいる

ことが分かりました。最後の活動は、タブレットを使って大きな道路工事車の周りを映しながら、AR（現実の

風景に対し、コンピュータで情報を付加または合成して表

示する技術）を用いて安全に標識やコーン等を操作配置す

る活動を行いました。工事現場にもさまざまなテクノロジー

が活用されていることも分かりました。 

三井地区には飛行場があり、能越自動車道路が通ります。

未来へと夢を乗せて飛び、走る便利な環境が整います。開通前にしかできない貴重な体験ができました。

この思い出はずっと心に残ることでしょう。 

 

７月１１日（火）、県下一斉に地震から身を守る「シェイクアウト

いしかわ」の取組が実施され、本校もその取組に参加しました。

去る５月５日の連休中には、震度６強の大きな地震が能登半島

（珠洲）に起こり、休み明けの５月８日(月)には全校朝礼で、自分

の身を守る行動について確認しました。 

今回のシェイクアウトでは、１１時

に、「訓練、訓練、地震が発生しました。」の呼びかけと同時に地震音が流れ

ると、児童は一斉に、身を守る行動をとりました。机の下に入って机の脚を対

角に持って押さえ、安全に身を守る行為をしっかり覚えていて、実行できたこ

とに感心し安心しました。三井っ子たちは、自分の命をしっかり守ります。 



水泳教室（サンプルル） 
 

 

 

 

６月１５日（木）より、水泳が始まりました。今年度も全校児童で特別時間

割を組んで、サンプルルへ行き、それぞれのコースで段階的な指導を行っ

ています。１学期は６回の水泳授業を行いました。 

暑い夏、水泳は水に入って涼しく活動できる絶好の競技です。その一

方で、水泳は「顔を水につける」と息ができない怖さや、「息継ぎ」する怖さ

などから、勇気を出して乗り越えなければならない克服の競技でもありま

す。水泳の目的は、泳力をつけることですが、大切な命を守るための技能

の習得することでもあります。児童は泳ぐたびに、少しずつできないことができるようになっていきます。何

度も水を飲んだり、鼻に水が入って痛い思いをしたりしながらも挑戦する姿があります。 

先日、１年生は顔を水につけることができました。２年生は、けのび、面かぶり、バタ足ができるようになり

ました。３・４・５年生は面かぶりクロールや、息継ぎに挑戦し、２５メートルを泳げるようになった児童もいます。

６年生はクロール２５メートル、背泳２５メートルを全員が泳げます。今は平泳ぎに挑戦しています。 

苦労した分、できるようになる喜びは大きいです。夏休みも水泳練習は続きます。８月３日の校内記録会、

そして、２５メートルが泳げる児童は、８月９日の輪島市小学校水泳記録会を目標に、挑戦し、自分の可能

性をどんどん引き出し、伸ばしてほしいと思います。感動いっぱいの姿が見られるよう応援していきます。 

 

 

 

  

   

 

 

 

８月１１日から１７日までの７日間は学校が完全閉庁になります。 

夏休み中の事故や入院などの緊急事態の時の連絡や、５類にはなりましたがコロナウイルスの 

感染が判明した際は、学校へお電話をしてくださいますようお願いします。 

休日や閉庁日であっても、必ず連絡をお願いします。 

三井小学校（２６－１１１０）へ連絡すると、校長に転送されます。 

健康面や安全面に気をつけて、充実した夏休みを過ごして下さい。 

県小学生陸上競技大会 おめでとうございます 

女子 ジャベリックボール投 １位 ３５ｍ８０       さん 
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